
キャップの実務知識（その3）『 一升びん（1.8リットルびん）用の王冠編  』
キャップ製造は、きた産業のコア事業部門。不定期連載で、キャップを実際にお使いの皆様にお役に立つ情報をお届けします。

【スライド 1】　今回は清酒・焼酎業界で多く使われている「一升び
ん用王冠」を解説します。「複式王冠」「W王冠」「デラックス王冠」
などの呼び名もあります。　
【スライド 2】【スライド 3】　ポリ栓は先端Rなど、形状の異なるい
くつかの仕様があります。また、スポットについても 4つの仕様が
あります。特に焼酎の場合、接液面が PET 素材をお勧めします。
【スライド4】　現在、清酒・焼酎向けで生産する替栓の半分以上が「防
錆タイプ」になっています。びんをリユースするうえで壜口に錆が
残らないのは大きなメリットになります。ポリ栓重量を大幅に軽く
した「防錆軽量替栓」は、鉄区分になるので「プラ」表示の必要が
なく、リサイクル負担もありません。　
【スライド 5】　近年、清酒で「びん燗」と呼ばれる殺菌方法が増え
ています。低温・常温で壜充填後に王冠をした状態で、シャワーな
どで酒温を上げて殺菌する方法で、吟醸香が失われない、酒質が安
定する、などといわれます。通常の替栓を使うと熱のためにポリ栓
が収縮して漏れてしまうので、当社では専用の「びん燗」替栓を準
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備しています。なお、他社製品で、ポリ栓部に「バルブ機構を設けた替栓」、びん燗でなく活性清酒用に「ガス抜き機構を設けた替栓」、
なども実用に供されています。　
【スライド 6】　通常の替栓の天面は金属（鉄）でできていて、ポリ栓重量と金属重量がきっ抗しているのでリサイクルしにくい欠点
があります。「プラ替栓」は100％樹脂なのでリサイクルしやすいうえ、錆のリスクがありません。　
【スライド 7】　「プラ」区分に該当する包材は、リサイクル法で決められたかけ率の負担金を払う必要がありますが、その一覧です。

【スライド8】　【スライド9】　【スライド10】　冠頭の名称や規格です。昔はより長いSA（スクリューA）という規格が存在し、以下、
SB、SCとし、あとで SDが追加されたのが名称の謂われです。取り口形状やビードなど、かつては各社各様のデザインでしたが、近
年だいぶ統一されてきています。「ULT」（ウルトラ＝折り返しタブ）や「組合せ」が増える傾向にありますが、材料ロスが多く、生産
効率もよくないのが実情です。オーストラリアのZORK 社と共同開発した一升びん用キャップ「Sake ZORK」は、壜口下部のビード
で固定するユニークな設計で、外観もとても個性的です。

【スライド11】　この3年ほどで、一升びん口規格を採用した1500、
720、300mlびんがずいぶん増えました。海外輸出の清酒でも、「サ
ケらしい」という理由で、冠頭・替栓の人気が高いようです。　
【スライド12】　一番多く利用されている、平和製作所製の打栓ヘッ
ドの構造です。冠頭が容易には回らないように、打栓機を調整する
事が肝要です。　
【スライド13】【スライド14】【スライド15】　冠頭・替栓に関する
クレームベスト3です。当社の不備による場合もありますが、輸送
方法、お客様のライン調整で改善される場合も多くあります。かつ
ては、消費者から「手を切った」というクレームがあった時代があ
りましたが、斜め線のスコア管理の徹底で、現在ではそのようなク
レームはほとんどなくなりました。　
【スライド15】の下半分と【スライド16】　冠頭・替栓は古いタイ
プの王冠ではありますが、画像検査装置など近代的な手法を取り入
れ、品質向上を図っています。

text=製造部　芳賀＋長井
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